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報 道 発 表 資 料 
 

報道関係機関各位 

発信年月日 令和７年９月 10日 送付枚数（本紙含む）      ４枚 

担当部課名 部課長名 担当者職氏名 連絡先電話番号 

地方創生推進室 佃侑祐 宮崎公嗣 0837525226 

 

件  名 
総務省 地域の持続可能性の確保に向けた郵便局の利活用推進事業  

郵便局でつながる地域・医療・生活ネットワーク「みねポス」創出事業実証開始セレモニー 

開催日時 
２０２５年９月１８日（木）１０時４５分～１１時１５分 

（セレモニー：～１１：１５、デモ：１１：１５～） 

開催場所 
赤郷郵便局 

（山口県美祢市美東町赤４２５ 赤郷公民館内） 

出 席 者 

総務省情報流通行政局郵政行政部企画課長 
廣瀬 照隆（ひろせ てるたか） 

株式会社メディモニー代表取締役 𠮷田 透（よしだ とおる） 
美祢市長             篠田 洋司（しのだ ようじ） 
美祢市議会議長         荒山 光広（あらやま みつひろ） 
美祢市病院事業局 病院事業管理者 清水良一（しみず りょういち） 
山口大学医学部附属病院  

地域遠隔医療センター・プロジェクトマネージャー 
  貞廣浩和（さだひろ ひろかず） 

日本郵便株式会社 中国支社長  砂 孝治                       

  代理 経営管理本部長      児島 純一（こじま じゅんいち） 
長北地区連絡会 地区統括局長  油谷郵便局長 

        上村 真一（かみむら しんいち） 
地方公共団体担当局長 美祢郵便局長 

                 生田 康文（いくた やすふみ） 
実証実施局代表 赤郷郵便局長   田中 純也（たなか じゅんや） 
美祢市商工会 会長       𠮷野 一 （よしの はじめ） 

                   等 

概  要 

【セレモニー概要】 

（1） 開会 

（2） 出席者紹介 

（3） 事業代表挨拶・事業概要説明 

（4） 総務省挨拶 

（5） 各代表あいさつ 

・美祢市 

・日本郵便株式会社中国支社 

・山口大学医学部附属病院 
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（6） テープカット 

（7） 閉会 

（8） 実証のデモンストレーション、診療ルーム撮影、質疑応答等 

 

【取材申し込み】 

 〇申込先 

  美祢市役所総務企画部地方創生推進室 宛 

 〇申込方法 

  期限：９月１６日（火）まで 

※事前申込なしでも取材は可能ですができる限り、ご連絡く

ださい 

  方法：メール(chihousousei@city.mine.lg.jp) 

又は 

FAX(0837-53-1959) 

で 

① 会社名 

② 現地代表者名 

③ 車の台数 

     をお知らせください。 

 

【留意事項】 

 ・メディアの受付については 10：20分から開始します。 

 ・当日は赤郷公民館内で敬老会が予定されておりますので、周辺の安

全にご留意ください。 

 ・その他、係員の指示に従い取材いただきますようお願いいたします。 

 ・その他不明な点等あれば上記連絡先までご連絡ください。 

 

【参考：実証事業の概要】 

（概要：事業スキームについては別添概要参照） 

〇 本実証は、総務省が、人口減少下における様々なサービス等の提供

拠点が縮小・撤退する中、地域の持続可能性の確保に向け、郵便局と

地域に必要なサービスの提供主体が連携しつつ、郵便局ネットワーク

を活用し、郵便局を新たな行政サービス・住民生活支援サービスの提

供拠点・コミュニティーハブとするための実証を行うことを目的に、

実施する事業です。 

〇 美祢市では、人口減少や少子高齢化の進行にあわせて、医療や買い

物などの生活に必要な各サービス機能の低下ひいては利便性の低下

が進む中、郵便局でのオンライン診療や服薬指導、そして買い物支援

を目的に、豊田前、赤郷、嘉万の３郵便局を実証局として、地域のサ

ービス機能の確保を目指すこととなりました。 

〇 本事業はそういった分野横断的な事業に取り組むため、山口大学発

mailto:chihousousei@city.mine.lg.jp
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のベンチャー企業である株式会社メディモニーを代表として、美祢

市、山口大学医学部附属病院、日本郵便株式会社中国支社、美祢市商

工会などと連携により取り組むこととしています。 

〇 更に、事業においては、DX を推し進めるべくゼロタッチタブレット

等の研究成果を活用しますが、住民が安心してサービスを利用できる

ように、郵便局における場所の提供だけでなく、より簡易なオンライ

ン診療システム、個室空間の設置、そして郵便局員によるサポートを

行います。 

〇 また、診療機会にあわせて買い物の注文もできるようにすることに

より、人が集まり会話する機会の創出や、生活から医療・健幸につな

げる環境を創出します。 

 

（実証事業期間） 

２０２５年１０月１日（水）～２０２６年１月下旬（予定） 

 



郵便局でつながる地域・医療・生活ネットワーク「みねポス」創出事業

実施体制
（下線：代表団体）

美祢市、美祢市立病院、山口大学医学部附
属病院、（株）メディモニー、日本郵便（株）、
山口県産業技術センター、美祢市商工会、美
祢市内郵便局、ライジンググループHD

実証地域 山口県美祢市

活用するサービス
オンライン診療・服薬指導、買い物支援、
空き家バンク等 目標

買い物関係が週５名、薬局関係が月１０名の利用の想定で、利用者
ニーズに応じた利用者負担を設定し、それに見合うまでランニングコストを低
減、実質公費負担ゼロで持続可能な郵便局のコミュニティハブ化を目指す。

実証概要
➢ 日々の生活において、無医地区の存在やスーパーの不存在が不便さを生み、移動に必要な公共交通機関も少ない。
➢ オンラインシステムを活用し、郵便局における医療・買い物等の生活に必要なサービスを実施。
➢ 行政の全体調整のもとで、市場における経済循環を実現し、公費負担なしで全地区での医療・生活サービスの充実を実現。

□ 単一の郵便局を対象に実証を行うもの（単一局タイプ） ☑ 複数の郵便局を対象に実証を行うもの（広域展開タイプ）

提案する取組区分について、どちらか一方に☑を入れてください

生活必需品等
の配送等

処方箋の送付

・郵便局員のフォローのもと、地域住民が小売店に買い物の依頼を行う。
・小売店は注文をもとに拠点郵便局に注文の品を配送又は直接配送する。
・拠点郵便局は、実証郵便局に配送する。
・地域住民は郵便局で商品を受け取り支払いを実施する。

買い物支援サービス

・局内のブースから市立病院がオンライン診療
・病院は処方箋を薬局に配送
・薬局はオンラインにて服薬指導を行い
薬を郵便局に配送する。

医療サービス
美祢市立病院

地域住民

商工会
小売店

郵便局へのアクセス
環境整備

診療、薬の処方
買い物のために訪問、各料金を支払い

空き家

空き家バンクへの登録
（既存事業）

厚保局

赤郷局豊田前局 嘉万局

大田局美祢局・厚保局 秋吉局

関係機関窓口

配送拠点

※赤郷郵便局は公民館内に併設
美祢市の行政事務受託

実証先

山口大学医学部附
属病院

診察

全体管理
事業推進上の課題整理と解決策の提案
合意形成のファシリテート

全体管理

代表団体

美祢市郵便局
連絡会議
での調整

連
携

実証連携

【受けるサービス】
郵便局でのオンライン診療・服薬指導
通常配送物・薬・買い物支援サービスの注文品の郵便局又
は自宅での受け取り
【サービスのために必要なこと】
オンライン診療・薬・買い物支援実施のために郵便局に訪問
各種料金の郵便局もしくは配送時の支払い

地域住民の受
けるサービス

大学発ベンチャーとして
連携

外部コーディネータ

山口大学医学部附属病院 貞廣医師

外部アドバイザ

県立総合医療センター 原田医師

日本郵便株式会社

服薬指導
薬の配送


